
蚕
糸

跡
地

桑
折

町
役

場

令
和
５
年
夏
号

こ
お
り
ま
ち

VO
L. 1
3
3

3
６
月
定
例
会

契
約
締
結
(追
認
)

またも議会軽視か ４月連絡あったのに
（
一
般
質
問
　
９
名
登
壇
）

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…

6
…
…
…
…
…

11
…

22
…
…
…

桑
折

町
民

約
11,000人

が
く

ら
す

｢み
ん

な
が

幸
せ

を
実

感
で

き
る

　
 元

気
な

ま
ち

　こ
お

り
｣を

目
指

し
議

会
の

役
割

を
果

た
す



６
月
定
例
会

「
認

定
こ

ど
も

園
」 開

園
が

１
年

の
び

た

な
 ぜ

 ？
な

 ぜ
 ？

建
設

予
定

地
か

ら
地

下
埋

設
物

が
出

た
建

設
予

定
地

か
ら

地
下

埋
設

物
が

出
た

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
破

片
、

が
れ

き
等

）
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

破
片

、
が

れ
き

等
）

「
こ

ど
も

園
」園

舎
の

構
造

上
、

「
こ

ど
も

園
」園

舎
の

構
造

上
、

土
壌

改
良

の
必

要
性

が
生

じ
た

。
土

壌
改

良
の

必
要

性
が

生
じ

た
。

さ
ら

に
、

こ
ど

も
た

ち
の

安
全

性
を

さ
ら

に
、

こ
ど

も
た

ち
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

、
工

期
が

約
７

か
月

確
保

す
る

た
め

、
工

期
が

約
７

か
月

遅
れ

る
と

事
業

者
か

ら
遅

れ
る

と
事

業
者

か
ら

申
し

出
が

あ
っ

た
た

め
。

申
し

出
が

あ
っ

た
た

め
。

昨
年
11月

か
ら

昨
年
11月

か
ら

６
か
月
間
を
か
け

６
か
月
間
を
か
け

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
し
、

最
終
処
分
場
へ
排
出
済

最
終
処
分
場
へ
排
出
済

町
負
担
費
用
：

町
負
担
費
用
：

2,733万
６
千
円

2,733万
６
千
円

こ
ど
も
園
エ
リ
ア

桑
折
町
蚕
糸
記
念
公
園

店
舗
エ
リ
ア

議会だより ●2議会だより●3

承
　
　
認

専
決
処
分　

処
分
日　
令
和
５
年
４
月
25
日

補
正
予
算

◆�

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険

事
業
勘
定
）（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
51
万
１
千
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
17
億
１
，
４
７
７

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
繰
越
金　
　
　
51
万
１
千
円

《
歳
出
》

・
償
還
金
及
び
還
付
加
算
金

51
万
１
千
円

条
例
改
正

制
度
の
維
持
は
き
び
し
い
状
況

◆�

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

改
正
の
内
容

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
る
こ
と
で
被
保

険
者
数
が
減
少
。
加
え
て
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
国
保
制
度
を
維
持
す

る
た
め
均
等
割
３
０
０
円
、
平

等
割
６
０
０
円
を
引
き
上
げ
る
。 　

な
お
、
低
所
得
者
の
負
担
増

を
避
け
る
た
め
賦
課
割
合
は
据

え
置
い
た
。

討
論
反対
1
賛成
9

齋
藤 

松
夫
議員

　
現
行
制
度
の
も
と
で
予
算
編

成
や
条
例
改
正
が
こ
う
な
る
こ

と
は
理
解
す
る
。
同
時
に
物
価

高
騰
の
な
か
、
平
等
割
、
均
等

割
負
担
引
き
上
げ
で
約
２
，
０

０
０
万
円
の
負
担
増
と
な
る
。

特
に
子
ど
も
へ
の
均
等
割
課
税

は
人
頭
割
と
い
う
前
近
代
的
な

課
税
方
式
で
あ
る
。

　
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
国
保

増
税
ス
ト
ッ
プ
、
子
ど
も
へ
の

均
等
割
課
税
廃
止
を
求
め
る
立

場
か
ら
反
対
の
態
度
を
と
る
。

戸
数
を
６
戸
減
に
す
る

◆
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

改
正
の
内
容

　
そ
れ
ぞ
れ
に
68
年
以
上
と
老

朽
化
し
て
お
り
、
修
繕
を
し
て

も
入
居
が
困
難
な
た
め
、
退
居

後
は
取
り
壊
す
。（
下
の
表
）

討
論
反対
1
賛成
9

齋
藤 

松
夫
議員

　
低
家
賃
の
町
営
住
宅
を
引
き

続
い
て
利
用
し
て
い
き
た
い
と

い
う
町
民
の
要
求
は
厳
然
と
し

て
存
在
す
る
。
町
政
は
こ
の
要

求
が
あ
る
限
り
応
え
る
べ
き
だ
。

　
古
く
な
っ
た
か
ら
壊
す
と
い

う
の
で
な
く
、
住
宅
・
補
修
改

良
予
算
を
計
上
し
、
利
用
者
の

要
求
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
強

く
求
め
る
。
ま
た
団
地
内
及
び

周
辺
住
宅
環
境
維
持
の
た
め
に

も
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
。

  

よ
っ
て
町
営
住
宅
戸
数
減
少

に
つ
な
が
る
条
例
改
正(

案)

に

は
反
対
で
あ
る
。

※�
他
に
２
件
の
改
正
が
あ
っ
た
。

議
案
名
は
議
案
審
議
結
果
表

P.
９
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

規
約
変
更

◆�

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変

更
す
る
規
約

変
更
の
内
容

　
田
村
広
域
行
政
組
合
が
令
和

５
年
３
月
31
日
で
解
散
し
た
こ

と
に
伴
い
、
構
成
団
体
数
の
減

少
、
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
県
知
事
の
許
可
を
受
け
る

に
あ
た
り
各
市
町
村
議
会
の
議

決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

反対

反対

町長より提案理由が

例
会期：６月13日〜19日（７日間）

６ 月
定 会

町営住宅条例の一部改正
町営住宅
団地名

現在の
戸数

改正後
の戸数

西大隅団地 9戸 8戸

寺 坂 団 地 6戸 4戸

坂 下 団 地 59戸 56戸

審議採決
承認１件、条例改正４件、規約変更１件、
契約５件、補正予算２件、報告３件、
同意10件、陳情４件、
議会提出　規則改正１件、条例制定１件
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補
正
予
算

蚕
糸
跡
地
か
ら
の
地
下
埋
設
物

を
除
去

◆
一
般
会
計（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
，
８
０
３
万

７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
62
億
８
，
９
０
２
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

〇��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
６
６
０
万
３
千
円

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費

国
庫
補
助
金

　
　
　
　
９
８
３
万
７
千
円

〇�

公
共
施
設
維
持
管
理
基
金
繰

入
金

�

２
，
８
１
９
万
３
千
円

〇�

伊
達
桑
折
Ｉ
Ｃ
周
辺
イ
ン
フ

ラ
整
備
基
金
繰
入
金

　
　
　
４
，
２
６
０
万
５
千
円

〇
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
２
，
８
１
１
万
１
千
円

《
主
な
歳
出
》

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
事
業
費

１
，
５
９
４
万
１
千
円

�（
秋
開
始
接
種
関
連
費
、
５
歳
以

上
２
回
目
接
種
完
了
者
２
，
９

０
０
人
を
想
定
）

〇
商
工
振
興
対
策
費

　
　
　
２
，
７
３
３
万
６
千
円

（
福
島
蚕
糸
跡
地
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
廃
棄
物
処
理
負
担
金
）

質
疑

・�

取
り
交
わ
し
た
約
束
事
と
の

整
合
性
、
搬
出
に
関
わ
っ
た

業
者
、
搬
出
先
、
折
半
負
担

の
理
由
等
の
質
疑
が
あ
っ
た

〇��
伊
達
桑
折
Ｉ
Ｃ
周
辺
土
地
利

用
総
務
費

　
　
　
４
，
２
６
０
万
５
千
円

（
町
道
１
０
１
号
線
の
拡
幅
工
事

設
計
に
伴
う
工
事
に
必
要
な
用

地
測
量
及
び
国
道
４
号
線
交
差

点
部
の
設
計
）

質
疑

・�

開
発
に
伴
う
歳
入
の
試
算
、

基
金
増
に
対
す
る
考
え
、
事

業
が
確
定
後
で
は
遅
い
の
か

等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

〇
中
学
校
管
理
費

　
　
　
２
，
８
１
９
万
３
千
円

（
醸
芳
中
学
校
消
防
用
設
備
等
更

新
工
事
）

質
疑

・�

更
新
の
理
由
、
授
業
へ
の
支

障
等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

討
論
反対
2
賛成
8

齋
藤 

松
夫
議員

　
蚕
糸
跡
地
利
活
用
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
実
施
要
領
で
は
、
地
下
埋

設
物
が
出
た
場
合
は
、
事
業
者

の
責
任
で
処
理
す
る
こ
と
を
明

記
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
産
業
廃
棄
物

処
理
に
町
が
２
，
６
０
０
万
円

余
の
負
担
を
す
る
予
算
計
上
は
、

道
理
が
な
く
支
出
根
拠
も
存
在

し
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
に
賛
成

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開

発
の
た
め
の
予
算
計
上
も
、
県

の
基
本
計
画
変
更
内
容
や
、
進

出
企
業
等
に
つ
い
て
の
説
明
が

不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
は
本
案
に
賛

成
で
き
ず
反
対
で
あ
る
。

川
名 
静
子
議員

　
福
島
蚕
糸
跡
地
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
廃
棄
物
処
理
負
担
金
に
対

し
大
変
悩
ん
だ
が
賛
成
は
で
き

な
い
と
判
断
し
た
。
町
有
地
で

あ
る
蚕
糸
跡
地
か
ら
地
下
埋
設

物
が
確
認
さ
れ
除
去
す
る
こ
と

に
賛
成
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
。

が
、
令
和
３
年
８
月
に
確
認
さ

れ
た
後
、
議
会
へ
の
説
明
は
翌

年
の
１
月
、
し
か
も「
い
ち
い

と
折
半
負
担
」の
協
議
が
固

ま
っ
て
か
ら
だ
。
議
会
軽
視
ど

こ
ろ
か
議
会
は
カ
ヤ
の
外
、
係

る
費
用
は
町
民
か
ら
の
税
金
だ
。

町
民
が
納
得
す
る
説
明
は
で
き

な
い
。
法
令
を
遵
守
し
お
互
い

の
信
頼
関
係
を
損
な
う
進
め
方

に
賛
成
で
き
な
い
。

◆�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
４
８
万
９
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
13
憶
４
，

３
５
９
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

〇
国
民
健
康
保
険
税

▲
２
，
４
０
０
万
円

〇
繰
越
金３

，
０
４
８
万
９
千
円

《
主
な
歳
出
》

〇
医
療
給
付
分　１

１
５
万
７
千
円

〇
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分

▲
46
万
１
千
円

〇
介
護
納
付
金
分

69
万
３
千
円

〇
基
金
積
立
金� 

５
０
０
万
円

討
論
反対
1
賛成
9

齋
藤 

松
夫
議員

　
先
の
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
で
行
っ
た
反
対
討

論
と
同
一
の
理
由
で
反
対
す
る
。

陳
情 

審
査
結
果

庁
舎
内
に
お
け
る
職
員
へ
の

政
党
機
関
紙
の
勧
誘
・
配
達
・

集
金
を
自
粛
す
る
よ
う
求
め

る
陳
情

（
陳
情
者
）

　

�

福
島
市
野
田
町
字
八
郎
内

　
57
―
８

　

�

福
島
県
を
明
る
く
す
る
会　

代
表　
鴫
原　
隆

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）　
継
続
審
査

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

請
願
・
陳
情
と
は

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望

等
を
町
政
へ
反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。

※
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方

法
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

　
（
電
話
５
８
２
―
２
１
１
３
）

反対

反対

反対

「
国
の『
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
事
業
』の
継
続
と
、
被

災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学

支
援
を
求
め
る
意
見
書
」提
出

を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
者
）

　
福
島
市
上
浜
町
10
―
38

　
福
島
県
教
職
員
組
合

　
中
央
執
行
委
員
長瀬

戸　
禎
子

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採
択（
意
見
書
提
出
）

国
に
対
し
、
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）の

延
期
・
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
者
）

　

�

東
京
都
北
区
赤
羽
３
―
３
―

３　
ド
ミ
ー
ル
赤
羽
７
０
７

　

�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え
る

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
会

代
表　
阿
部　
伸

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）　
継
続
審
査

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

（
陳
情
者
）

　

�

伊
達
郡
川
俣
町
大
字
鶴
沢
字

上
沖
免
４
番
地
の
２

　

�

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福

島
県
連
合
会
伊
達
地
区
連
合

会　
　
議
長　
髙
橋　
誠
一

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採
択（
意
見
書
提
出
）

同
　
意

令和４年度　桑折町一般会計繰越明許費繰越計算書（R5.5.31現在）
款 事　業　名 金　額 翌年度繰越額 一般財源 完成予定期日

02 総務費 町民研修センター浴槽温度調整計
交換修繕事業 930,000円 930,000円 930,000円 令和５年９月30日

10 災害復旧費 伊達崎小学校災害復旧事業 240,287,000円 127,575,000円 6,115,000円 令和５年11月30日

合　　　　　計 241,217,000円 128,505,000円 7,045,000円

　　　　　　� 　任期　令和５年７月20日から３年間
氏　名 年齢 地区 推薦・応募の別 備　考 新・再の別

寺島　智史 42 半田 推薦 認定農業者 新

山家　　修 75 半田 推薦
認定農業者に
準じるもの

新

髙橋　　貢 72 半田 応募 非農家 再

菅野　昭一 63 睦合 推薦 農家 新

佐藤　徳雄 73 桑折 応募 認定農業者 再

大泉　忠志 49 伊達崎 推薦 認定農業者 新

佐藤　　孝 61 睦合 推薦 農家 新

浅野　国英 66 睦合 応募 認定農業者 再

蓬田　浩幸 59 伊達崎 推薦 認定農業者 再

佐藤　　親 56 伊達崎 推薦 認定農業者 再

町
民
が

理
解
し
や
す
い
一
般
質
問
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般
質

問
を
視
聴
し
て
い
る
方
が
途
中

か
ら
見
て
も
よ
り
理
解
し
や
す

い
方
法
と
し
て
全
面
的
に
一
問

一
答
制
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と

し
た
た
め
の
改
正
。

条
例
制
定

町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例

　
町
と
の
請
負
が
年
間
３
０
０

万
円
を
超
え
な
け
れ
ば
議
員
の

兼
業
を
容
認
す
る
と
し
た
地
方

自
治
法
の
改
正（
令
和
４
年
12

月
）が
あ
り
、
請
負
が
あ
っ
た

場
合
に
公
正
性
・
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
に
公
表
す
る
と
し

た
も
の
。
毎
年
6
月
に
前
年
度

の
請
負
状
況
を
公
表
す
る
。
現

時
点
で
対
象
と
な
る
議
員
は
い

な
い
。

会
議
規
則
の
改
正

議
会
提
出

６
月
定
例
会

町
農
業
委
員
会
委
員
一
覧
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どこに問題があったのか　� 決算を認めた議会にも責任が
議案番号 議案第30号 議案第31号 議案第32号 議案第33号

契約締結日 令和元年６月５日 令和２年７月13日 令和３年６月８日 令和４年６月16日

１　買入物件及び
　　数量

学校給食センター調理
設備
・真空冷却機　 1台

学校給食センター調理
設備
・�ガススチームコンベ

クションオーブン
　 ２台

学校給食センター調理
設備
・�スプーン洗浄機付
　浸漬装置　1台

学校給食センター調理
設備
・自動フライヤー
　１台

２　設置場所 学校給食センター　
調理室

学校給食センター　
調理室

学校給食センター　
洗浄室

学校給食センター　
調理室

３　物品概要 野菜類の加熱処理後に
急速冷却処理する機器

「焼物機」と「蒸し機」が
一体化した調理機器

スプーン及び食器類の
コンベア式漬け置き洗
浄機器

「揚げ物」に使用する調
理機器

４　契約方法 随意契約 ※ 随意契約 随意契約 指名競争入札

５　見積執行 令和元年６月４日
午前９時

令和２年７月10日
午後１時

令和３年６月７日　
午前９時

入札執行　
令和４年６月15日

６　予定価格 11,664,000円
（うち消費税及び地方消
費税の額　864,000円）

10,890,000円
（うち消費税及び地方消
費税の額　990,000円）

10,586,400円
（うち消費税及び地方消
費税の額　962,400円）

7,370,000円
（うち消費税及び地方消
費税の額　670,000円）

７　見積徴収業者 ２社 ２社 ２社 入札参加業者　５社
※入札辞退：１社

８　契約相手方 住所　�福島市郷野目字
宝来町17-3

氏名　�株式会社中西製
作所福島営業所

所長　赤津　克志

住所　�福島市郷野目字
宝来町17-3

氏名　�株式会社中西製
作所福島営業所

所長　赤津　克志

住所　�福島市郷野目字
宝来町17-3

氏名　�株式会社中西製
作所福島営業所

所長　赤津　克志

住所　�福島市郷野目字
宝来町17-3

氏名　�株式会社中西製
作所福島営業所

所長　赤津　克志

９　契約金額 11,448,000円
（うち消費税及び地方消
費税の額　848,000円）

【落札率　98.1%】

10,670,000円
（うち消費税及び地方消
費税の額　970,000円）

【落札率　98.0%】

10,395,000円
（うち消費税及び地方消
費税の額　945,000円）

【落札率　98.2%】

7,315,000円
（うち消費税及び地方消
費税の額　665,000円）

【落札率　99.3%】

10　納入期限 令和元年８月19日 令和２年８月17日 令和３年８月20日 令和４年８月22日

反　　　対 賛　　　成

齋藤松夫 
議員

　議決案件を議会に提出せず、財産の取得をすす
めたことは重大問題だ。しかもそれが４年間の長
期に及んだことからすれば、なおさらである。町
長は政治責任を明確にしたうえで、追認議案を提
出すべきであった。それがないままの追認議案を
認めるわけにはいかず、反対の態度をとる。再発
防止のために必要なことは、①議会軽視の政治姿
勢をあらためること。②財務規則に則った事務を
進めること。③法令遵守徹底のため「コンプライア
ンス条例」の制定を図ることである。

議
案
第
30
号

原　賢志 
議員

　財産の取得については、買入物件、数量共に計
画的に更新していく物件であり、契約の相手方、契
約の方法、買入金額に問題はないと認識している。
追認については、初歩的誤りにもかかわらず、議
会に付すべき議決案件の提出を怠った。今後は、今
回の件を教訓に再発防止策だけでなく全職員が
しっかりとした事務を行うことを願い討論とする。

川名静子 
議員

　「法令遵守」を欠いた事案だ。町長自らの責任も
明確にしていない。議案を出すまで関係する方々
の処分も明確になされていない。この議案が可決
された後に懲罰委員会開催の有無が判断される。処
分が軽くとも分からないし防止策も活きない。町
民から信頼される町、執行部であって欲しいと願う。
しっかりした対応がないままでは、町民に説明が
出来ないことから反対する。

齋藤松夫 
議員

　反対の理由は先ほど述べた通りだ。
　補足することは町長の責任問題だ。
　議会への議案提出まで、自らの責任を明確にす
るまでに至らなかったことが問題だ。上意下達主
義で意見が言えないような環境を作ってしまった。
部下の意見に耳を傾け、受け入れる度量が必要だ。

議
案
第
31
号

岡本貴士
議員

　財産取得の内容に問題はない、追認する。一方で、
条例違反した形で財産取得が行われたことは残念
である。議会は取得期の決算を認定しており、審
議が不十分であった。一議員として町民にお詫び
したい。他の議員から関係者への懲罰について話
が出ているが、熟慮すべきである。町職員が畏縮
しては、町民の福祉向上には繋がらない。今後の
取り組みで、町民の信頼を取り戻してほしい。

原　賢志 
議員

　財産の取得については、買入物件、数量共に適
当であり、契約の相手方、契約の方法、買入金額
に問題はない。追認については、初歩的誤りにも
かかわらず、議会に付すべき議決案件の提出を怠っ
た。今後は、今回の件を教訓に再発防止策だけで
なく全職員がしっかりとした事務を行うと共に、今
回は前例踏襲が働いたのではないか。その点も併
せて今後しっかりと認識して事務にあたるよう求
め討論とする。

川名静子 
議員

　第30号と反対理由は同じだ。
　町民が納得する処分の仕方を望む。

石幡政子 
議員

　給食センターの備品購入については、その年度
の当初予算に計上されており、所管別で詳しい説
明がなされていた。契約が伴う案件であったが議
会の承認を得ることが欠落してしまったことで今
回追認議案として提出された。が、議会としても
予算を承認していることを考えると、議会にも責
任がないとは言えなのではないかと思う。その事
から賛成するものである。

羽根田ひとみ
議員

　大変重大なことなので、関係者は十分反省して
いると思う。今後、再発防止のためにも、基本的
な「誰が・どこまで・何を」すべきか責任の所在を
明確にして、業務の見える化を再認識して頂きたい。
私共はチェック機能の義務を果たしていく。今回
は町にとり必要なものであったため賛成する。

齋藤松夫 
議員 　これまで述べてきた理由をして反対する。 議

案
第
32
号

鈴木隆志 
議員

　本財産取得について、契約に至る前までの事務
手続きは適正に行われたものと考える。今回の追
認は、議会決議を経ないで契約に至り物品購入し
たことにある。事案発覚後、議会に対し議会開催
前に説明があり、５月23日付け文書で職員全員に
対し注意喚起して再発防止に努めている。また、懲
罰について、今後協議し、責任を明確にするとの
ことである。今後、再発防止に努めると共に適正
な懲罰として頂くことを申し添え賛成とする。

川名静子 
議員 　第30号と反対理由は同じ。

齋藤松夫 
議員

　反対の理由はこれまで述べてきた通りだ。加え
て、このような重大な問題が発覚した今日に至っ
ても、コンプライアンス条例の制定は考えていない。
行政組織規則の見直しも行わない。これらの答弁
に対する評価は再びコンプライアンス欠如の事務
執行が生まれるのではないかという判断だ。誠に
遺憾の極みだ。 議

案
第
33
号川名静子 

議員

　ミスはミスとしてしっかり質していくことが
前に進むためにも私の仕事と思う。これまでの
決算を認めてきた議会にも責任の一端があると
私も思っている。議会として、議員として責任
を取るのであれば言葉だけではないはずだ。追
認事項４件に対してそれぞれに責任が伴う。
　町民が納得し、信頼される役場にするために
も、町民に説明をすることがお詫びの第一段階
と考え反対する。

討論

議
案
第
34
号

令
和
５
年
度
分

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
調
理
設
備

財
産
の
取
得

１
，
買
入
物
件
及
び
数
量

　
　
食
缶
類
洗
浄
機　
一
台

２
，
契
約
の
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

３
，
予
定
価
格

　
　
　
　
　
１
，
５
６
２
万
円

（�

う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額

１
４
２
万
円
）

４
，
入
札
参
加
業
者　
５
社

５
，
契
約
相
手
方

　
住
所　

�

福
島
市
郷
野
目
字
宝

来
町
17
―
３

　
氏
名　

�

株
式
会
社
中
西
製
作

所
福
島
営
業
所

　
所
長　
赤
津　
克
志

６
，
契
約
金
額

　
　
　
　
　
１
，
５
２
９
万
円

（�

う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額

１
３
９
万
円
）

【
落
札
率　
97
・
９
％
】

全
会
一
致
で
可
決

契
約
締
結（
追
認
）
追
認
と
は　
過
去
に
遡
っ
て
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
。

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
～
財
産
の
取
得

又
は
処
分
は
予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
～
令
和
元
年
か
ら
四
年
間
未
議
決
の
ま
ま
執
行
し
て
い
た
。
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事
業
の
概
要

　
地
域
づ
く
り
、
地
場
産
業
の

振
興
に
関
し
調
査
研
究
並
び
に

開
発
を
推
進
し
、
町
振
興
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
加
え
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
が

・
６
次
化
商
品
の
認
知
向
上
か

　
ら
地
域
振
興
へ
の
寄
与
拡
大

・�

農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
の

効
果
的
な
運
営
管
理
の
実
現

・�

地
域
農
業
の
振
興
・
発
展
の

実
現

を
進
化（
深
化
）さ
せ
、
桑
折
な

ら
で
は
の
地
域
活
性
化
の
推
進

に
向
け
、
各
種
事
業
の
効
果
的

な
実
施
を
図
っ
た
。

　
５
年
度
に
お
い
て
も
町
等
と

の
連
携
の
下
、
各
種
事
業
の
効

果
的
な
実
施
を
図
っ
て
い
く
。

◆
地
域
振
興
事
業

　
・
６
次
化
商
品
開
発
事
業

　
〝献
上
桃
の
郷
〟の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
強
化
、
公
社
経
営
基
盤
の

強
化
に
向
け
６
次
化
商
品
の
販

路
開
拓
・
拡
大
へ
取
組
ん
だ
。

原
材
料
費
等
の
上
昇
か
ら
一
部

商
品
の
値
上
げ
を
行
い
収
益
確

保
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
至
福
の
桃
シ
リ
ー
ズ

第
４
弾
と
な
る
新
商
品「
至
福

の
桃
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
」の
開
発

を
進
め
、
５
年
４
月
か
ら
テ
ス

ト
販
売
を
開
始
し
た
。

　
「
至
福
の
桃
グ
ミ
」が
民
間
放

送
の
グ
ミ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
一
位

を
獲
得
し
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
新
規
販
路
開
拓
、
商
談
強
化

に
よ
る
取
引
先
の
拡
大
を
図
る
。

◆�

農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
管

理
運
営
事
業

　
「
レ
ガ
ー
レ
こ
お
り
」施
設
コ

ン
セ
プ
ト
の
機
能
・
役
割
、
特

に
交
流
拠
点
と
し
て「
集
う
」

「
学
ぶ
」の
具
現
化
を
目
指
し
伊

達
崎
マ
ル
シ
ェ
を
10
回
開
催
。

食
育
食
農
体
験
事
業
、
食
材
提

供
と
す
る
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
を
生

産
す
る
レ
ガ
ー
レ
フ
ァ
ー
ム
事

業
等
を
実
施
し
た
。
５
年
度
に

お
い
て
も「
レ
ガ
ー
レ
こ
お
り

管
理
運
営
事
業
」「
ピ
ザ
ス
タ
運

営
事
業
」を
実
施
し
て
い
く
。

一
般
財
団
法
人
桑
折
町
振
興
公
社

事業の概況
　令和４年度は公共用地等の取得事業や処
分事業等は実施してない。
　なお、平成19年度において工業団地売
却により損失が生じたが、町からの補償に
より借入金の返済を実施している。

土地開発公社桑折町事務所

　　　損益計算書　　　　 　単位：円
項　　　目 令和３年度 令和４年度

１ 事業収益
⑴公有地取得事業収益

２ 事業原価
事 業 総 利 益

３ 販売費及び一般管理費 8,116 8,132
事　業　損　失 8,025 8,020

４
事業外収益 91 112
⑴受取利息 91 112
⑵雑収益 0 0

５ 事業外費用
⑴支払利息 0 0
経　常　損　失 8,025 8,020

６ 特別損失 0 0
当期純利益 8,025 8,020
当　期　損　失 8,025 8,020

令和４年度「ピザスタ」売上・利用者状況
R4.4～ R5.3

項目 内容等 令和４年度 前年度 比較増減 対前年比

レストラン 来店者数

男 2,362人 4,942人 ▲2,580人 47.8%

女 9,436人 9,023人 413人 104.6%

計 11,798人 13,965人 ▲2,167人 84.5%

売 上 高 飲 食 売 上 37,224,611円 37,947,741円 ▲723,130円 98.1%

事 業
仕 入 高 材 料 費

12,088,420円 12,612,819円 ▲524.399円 95.8%

32.47% 33.23% ▲0.76% 97.7%

人 件 費
支 出 人 件 費

11,528,855円 10,838,736円 690,119円 106.4%

30.97% 28.56% 2.41% 108.4%

体 験 事 業 ピザ作り体験
8回 3回 5回 266.7%

91人 56人 35人 162.5%

議 案 審 議 結 果 表

○令和５年第３回定例会（令和5年6月13日～6月19日）　賛否の分かれた議案
議案名� 議員名 羽根田ひとみ 石幡政子 岡本貴士 鈴木隆志 齋藤松夫 佐藤武朗 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 議長 可否
議案第２７号 桑折町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

議案第２８号 桑折町町営住宅条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

議案第３０号 財産の取得について（追認） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ － 可決
議案第３１号 財産の取得について（追認） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ － 可決
議案第３２号 財産の取得について（追認） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ － 可決
議案第３３号 財産の取得について（追認） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ － 可決
議案第３５号 令和５年度桑折町一般会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ － 可決

議案第３６号 令和５年度桑折町国民健康保険特
別会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○：賛成　　●：反対　　 ：討論者

○全会一致で可決の議案　令和５年第２回臨時会（令和5年4月19日）
議　　　案　　　名 討論者

議案第24号 令和5年度桑折町一般会計補正予算（第1号）

○全会一致で可決の議案
議　　　案　　　名 討論者 議　　　案　　　名 討論者

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 同意第７号 桑折町農業委員会委員の任命について
議案第25号 桑折町税条例の一部を改正する条例 同意第８号 桑折町農業委員会委員の任命について

議案第26号
東日本大震災による被災者に対する町民税、固定
資産税及び国民健康保険税の減免に関する条例の
一部を改正する条例

同意第９号 桑折町農業委員会委員の任命について

議案第29号
福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の減少及び福島県市町村総合事務組合規約
の一部を変更する規約について

同意第10号 桑折町農業委員会委員の任命について

議案第34号 財産の取得について 同意第11号 桑折町農業委員会委員の任命について
報告第１号 令和４年度桑折町繰越明許費繰越計算書について 発委第５号 桑折町議会会議規則の一部を改正する規則

報告第２号 町が出資金を出資している法人の経営状況等を説
明する資料の提出について 発委第６号 桑折町議会議員の請負の状況の公表に関する条例

報告第３号 町が出資金を出資している法人の経営状況等を説
明する資料の提出について 発委第７号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児

童生徒の十分な就学支援を求める意見書（案）
同意第２号 桑折町農業委員会委員の任命について 発委第８号 地方財政の充実・強化に関する意見書（案）
同意第３号 桑折町農業委員会委員の任命について 所管事務調査報告について
同意第４号 桑折町農業委員会委員の任命について 桑折町議会議員の派遣について
同意第５号 桑折町農業委員会委員の任命について 常任委員会の閉会中の継続審査の申し出について
同意第６号 桑折町農業委員会委員の任命について 閉会中の所管及び所掌事務調査の申し出について

※報告は採決なし

町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
報
告

伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
本
部

　
６
／
２

　
伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
本

部
に
於
い
て
、
町
議
会
議
員
行

政
視
察
を
行
っ
た
。

　

消
防
本
部
総
務
課
長
よ
り
、

火
災
発
生
件
数
と
そ
の
原
因
、

救
急
車
の
出
動
件
数
と
出
動
状

況
の
説
明
を
受
け
質
疑
し
た
。

総
務
課
主
幹
か
ら
は
桑
折
町
に

建
設
中
の
西
分
署
改
築
工
事
概

要
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
に
移
動
し
て
警
防
課
主
幹

か
ら
本
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
、
１
１
９
番
受
付
か
ら
現

場
到
着
ま
で
の
流
れ
を
聞
い
た
。

　
現
場
視
察
、
質
疑
応
答
に
よ

り
、
消
防
組
合
に
つ
い
て
一
層

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
会
議
員
行
政
視
察

第
２
回　
４
／
19

国
の
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
策
関
連
事
業
へ

補
正
予
算

一
般
会
計 （
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
、
６
，
８
３
９
万
２
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
61

億
６
，
０
９
９
万
２
千
円
と
す

る
も
の
。

（
主
な
歳
入
）

・�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金

　

�（
低
所
得
子
育
て
世
帯
に
対
し
特

別
給
付
金
）�

４
５
０
万
円

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

�（
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
）

�

６
，
２
３
１
万
１
千
円

（
歳
出
）

・
社
会
福
祉
総
務
一
般
費

　

�（
福
祉
施
設
等
電
力
・
ガ
ス
等
価

格
高
騰
対
策
）�

７
６
０
万
円

・�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の

臨
時
特
別
給
付
事
業（
物
価

高
騰
支
援
）

�

３
，
５
７
３
万
１
千
円

・�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費

�

６
０
８
万
１
千
円

・
商
工
振
興
対
策
費

　

�（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券（
第
４
弾
）

発
行
事
業
）�１
，
８
９
６
万
円

・
子
育
て
支
援
事
業

　

�（
民
間
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
原
油

価
格
高
騰
対
策
事
業
）�

２
万
円

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

　
去
る
６
月
５
日
福
島
県
町
村

議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
町
議
会
議
員
20
年
在
籍
者

２
名
が
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。

　
同
日
、
桑
折
町
議
会
は
優
良

町
議
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。 原 賢志議員 半澤 高議員

臨
時
会

－119番対応が休みなく－



一
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質
問

一
般
質
問

議会だより ●議会だより●11 10

一 般
質 問 町政を

問う
60分

登壇議員 質　問　事　項　　　　　　　　〇印の質問を掲載しています

川名　静子 議員
（P11）

１．地球温暖化がもたらす気候変動への対策は待ったなしだ。町民みなが取組むべき課題
であり実現可能な取組目標について

２．「認定こども園」に関する事務手続き等の進捗状況を町民にも明らかにすべきでは
３．町地域福祉計画は何のために作られた計画なのか、町民に知らせる事から始まるので

はないか
４．「男女共同参画週間」が始まる。キャッチフレーズは「なくそう思い込み、守ろう個性

みんなでつくる、みんなの未来」だ。第３次プランの概要版は配布して終わりではない。
この週間を利用し何を周知する計画か。

鈴木　隆志 議員
（P12）

１．献上桃の生産維持と消費者獲得に向けた取り組みについて
２．地域おこし協力隊による献上桃の産地維持、継承に向けた取り組みについて
３．地域おこし協力隊の新規就農にあたってのサポート体制について
４．幼保連携認定こども園開園に向けての対応について
５．幼保連携認定こども園募集に対する対象保護者説明会の開催について

岡本　貴士 議員
（P13）

１．６月から家庭向け電気料金が25.47%値上げされる。一方、国の支援（電気・ガス料
金２割程度の値引き）は９月分で終了予定である。各市町村では、６月１日より町民
支援を行うと報道されている。電気代を抑える省エネ家電の購入費補助（最大３万円）
や、事業主支援金支給（最大50万円）などである。本町では、どのような取り組みを
行うものかについて伺う。

羽根田　ひとみ 議員
（P14）

１．地域防災力とコミュニティについて
２．中学校部活動の地域移行計画について
３．ゴミ分別のためシステム見直しを
４．公衆トイレのあり方について
５．ドッグラン実証実験の結果をふまえて

佐藤　武朗 議員
（P15）

１．「全国山城サミット桑折大会」以降の「史跡桑折西山城跡」の今後の展開について
２．「ピーチリバーク157」周辺の管理運営について
３．福島蚕糸跡地の事業の進捗状況について
４．コロナ禍後の町内会運営に関する行政の係わりについて

齋藤　松夫 議員
（P16）

１．「非核平和の町宣言」の具現化について
２．認定こども園の許可申請と蚕糸跡地利活用プロポーザル公募を経ての事業者決定につ

いて
３．同プロポーザル公募実施要領と定期借地権設定契約について
４．「桑折町コンプライアンス条例（仮称）」制定を提言する。その必要性への所見について

石幡　政子 議員
（P17）

１．新型コロナ感染症の感染症法上５類移行による社会の変革について
２．本町における男女共同参画社会の推進について
３．SDGsの再生可能エネルギー導入の取り組みについて
４．学校教育における児童生徒の減少による環境の充実について

半澤　　高 議員
（P18）

１．町役場窓口サービス向上と『書かないワンストップ窓口』の設置について伺う。
２．旧郡役所周辺の開発・整備についての現状を伺う
３．部活動の地域移行についてどこまで議論が進んでいるのか伺う

原　　賢志 議員
（P19）

１．蚕糸跡地の利活用について
２．種徳美術館の収蔵品活用について
３．住民自治協議会の今後について

またも議会軽視か ４月連絡あったのに
説明が遅れた、お詫びする川 名 静 子 議員

　
驚
き
ま
し
た
。
事
務
手
続
き

は「
凍
結
」工
期
が
７
か
月
遅
れ

る
。
定
例
会
初
日
に
聞
か
さ
れ

た
。

　
な
ぜ
議
会
へ
の
報
告
が
遅
く

な
る
の
か
。
開
園
予
定
は
令
和

６
年
４
月
、一
年
延
期
に
な
る
事

で
あ
ら
ゆ
る
面
に
影
響
が
出
る
。

　
今
回
の
質
問
は
開
園
ま
で
一

年
を
切
っ
た
中
で
内
容
を
確
認

す
る
質
問
を
通
告
し
た
た
め
、

変
更
に
な
っ
た
部
分
を
重
点
的

に
質
問
を
す
る
。

問　
設
置
許
認
可
手
続
き
、
建

築
工
事
は
予
定
通
り
の
進
捗
か
。

答　
町
長　
認
定
こ
ど
も
園
事

業
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
で
あ

る
社
会
福
祉
法
人
松
葉
福
祉
会

か
ら
、
今
年
度
に
入
り
建
設
予

定
地
に
多
量
の
地
下
埋
設
物
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
建
物

の
構
造
上
、
さ
ら
に
は
、
子
供

た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
土
壌

改
良
の
必
要
性
が
生
じ
、
工
期

が
約
７
か
月
遅
れ
る
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
。
町
と
し
て
は
誠

に
遺
憾
で
あ
り
、
事
業
を
進
め

る
上
で
重
大
か
つ
深
刻
な
事
態

と
受
け
止
め
、
現
在
、
諸
手
続

き
を
凍
結
し
て
い
る
。

問　
開
園
す
る
、
し
な
い
に
関

わ
ら
ず
、
保
護
者
へ
説
明
は
必

要
。
13
日
付
で
開
園
を
一
年
延

期
す
る
文
書
が
配
布
さ
れ
た
よ

う
だ
が
。
工
期
が
遅
れ
る
と
町

へ
連
絡
が
入
っ
た
の
は
い
つ
か
。

な
ぜ
、
定
例
会
初
日
ま
で
議
会

に
話
せ
な
か
っ
た
の
か
。

答　
教
育
長　
連
絡
は
４
月
11

日
だ
。
内
部
で
検
討
し
て
い
た
。

問　
園
児
募
集
に
当
た
り
、
園

名
、
園
長
名
等
の
説
明
会
は
あ

る
か
。

答　
教
育
長　
ま
だ
作
成
す
る

段
階
で
は
な
い
と
事
業
者
か
ら

聞
い
て
い
る
。

地
域
福
祉
計
画
は
、
何
の
た
め
の
計
画
か

地
域
課
題
へ
の
取
組
に
反
映
さ
せ
る

　
地
域
住
民
、
関
係
団
体
等
と

の
協
働
で
、
地
域
に
お
け
る

様
々
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
仕
組
み
や
方
向
性
を
示

す
も
の
と
し
て
策
定
さ
れ
た
が
、

浸
透
し
て
い
な
い
。
勿
体
な
い
。

問　
町
民
と
共
有
す
る
具
体
的

な
策
は
。

答　
町
長　
関
連
す
る
個
別
計

画
を
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を

図
り
相
互
の
理
解
と
協
力
の
下

推
進
し
共
有
を
図
っ
て
き
た
。

問　
福
祉
の
こ
こ
ろ
づ
く
り
に

対
し
て
町
民
は
理
解
で
き
て
い

る
か
。

答　
町
長　
福
祉
に
対
す
る
町

民
の
正
し
い
知
識
と
理
解
が
必

要
。
学
校
・
社
会
教
育
各
種
行

事
を
通
し
概
ね
理
解
を
得
て
い

る
。

これも 質 問これも 質 問
問　
汚
物
ゴ
ミ
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
燃
料
に
な
る
の
だ
が

答　
リ
サ
イ
ク
ル
も
有
効
な
手
立
て
と
し
調
査
研
究
す
る

問　
男
女
共
同
参
画
週
間
に
は
何
に
取
り
組
む
か

答　
職
場
で
の
意
識
改
革
が
重
要
な
事
か
ら
直
接
訪
問
す
る

◇議員が事前通告した内容に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。
◇内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。
◇質問項目は、通告によるものです。
◇議会ホームページ（録画）で過去一年分までご覧いただけます。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら

－「認定こども園」建設予定地、いつ始まる－
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献上桃指定30周年に当たり
今後も生産維持に向け取組む

　
献
上
桃
の
生
産
維
持
と
消
費

者
獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
次
の
点
伺
う
。

問　
肥
料
高
騰
及
び
病
害
虫
駆

除
に
対
す
る
助
成
が
必
要
で
は
。

答　
町
長　
現
在
、
国
で
肥
料

高
騰
対
策
補
助
事
業
を
実
施
、

今
後
の
推
移
を
注
視
し
て
い
く
。

病
害
虫
対
策
の
助
成
は
、
本
年

も
実
施
し
て
い
く
。

問　
献
上
桃
の
郷
、
六
次
化
商

品「
至
福
の
桃
」の
販
路
開
拓
に

向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
は
。

答　
町
長　
献
上
桃
の
郷
商
品

登
録
を
契
機
に
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
り
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た

が
、
今
後
も
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
く
。

問　
町
職
員
に
よ
る
果
樹
農
家

支
援
の
取
り
組
み「
カ
ジ
ュ

ワ
ー
ク
職
員
制
度
」の
考
え
は
。

答　
町
長　
町
長
の
許
可
に
よ

り
対
応
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、

「
カ
ジ
ュ
ワ
ー
ク
」に
つ
い
て
は
、

業
務
の
内
容
や
職
員
の
意
向
を

踏
ま
え
、
実
現
性
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
就
農
支
援
は

　
桃
農
家
独
立
を
目
標
に
支
援
し
て
い
く

問　
研
修
先
が
伊
達
崎
地
区
に

集
中
し
て
い
る
が
。

答　
町
長　
桃
生
産
地
が
、
伊

達
崎
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

他
地
区
へ
の
検
討
も
必
要
と
考

え
る
。

問　
農
業
所
得
安
定
に
向
け
、

桃
以
外
の
農
産
物
栽
培
が
必
要

で
は
。

答　
町
長　
桃
農
家
で
の
独
立

就
農
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
町
の
支
援
が
、
定
着
に
向

け
て
の
鍵
に
な
る
の
で
は
。

答　
町
長　
誰
一
人
残
す
こ
と

な
く
、
就
農
可
能
と
な
る
よ
う
、

丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
定
住
に
向
け
、
献
上
桃
栽

培
研
修
活
動
の
情
報
を
発
信
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
町
長　
定
住
に
向
け
て
の

重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

機
会
を
捉
え
発
信
し
て
い
く
。

問　
地
域
定
着
に
向
け
、
協
力

隊
等
移
住
者
同
士
の
交
流
会
が

必
要
で
は
。

答　
町
長　
地
域
定
着
に
向
け

大
変
意
義
が
あ
る
。
本
年
も
時

期
を
捉
え
実
施
し
て
い
く
。

鈴 木 隆 志 議員

東北電25.47%値上げ、町独自支援を
国の交付金を活用していく岡 本 貴 士 議員

問　
6
月
か
ら
家
庭
向
け
電
気

料
金
が
25
・
47
％
値
上
げ
さ
れ

る
。
一
方
、国
の
支
援（
電
気
・

ガ
ス
料
金
2
割
程
度
の
値
引

き
）は
9
月
分
で
終
了
予
定
で

あ
る
。
各
市
町
村
で
は
、
6
月

1
日
よ
り
町
民
支
援
を
行
う
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
電
気
代
を

抑
え
る
省
エ
ネ
家
電
の
購
入
費

補
助（
最
大
3
万
円
）や
、
事
業

主
支
援
金
支
給（
最
大
50
万
円
）

な
ど
で
あ
る
。
本
町
で
は
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
も

の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
に
よ
る
低
所
得
世
帯
並
び
に

子
育
て
世
帯
へ
の
特
別
給
付
金

に
加
え
、
現
在
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
事
業
や
福
祉
施
設

等
へ
の
光
熱
費
負
担
軽
減
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
と

も
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な

が
ら
、
他
自
治
体
の
事
例
等
も

参
考
に
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

これも 質 問これも 質 問
問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

答
優
良
農
地
・
中
古
農
機
具
、
空
家
等
の
情
報
を
提
供

問　
認
定
こ
ど
も
園
開
園
に
向
け
て
の
資
金
計
画
確
認
は

答　
昨
今
の
物
価
高
騰
に
お
け
る
影
響
を
改
め
て
確
認
す
る

問　
認
定
こ
ど
も
園
設
置
認
可
前
の
入
園
募
集
問
題
な
い
か

答　
設
置
認
可
前
の
入
園
募
集
は
可
能
と
な
っ
て
い
る

今年も美味しい桃、楽しみにしています

猛暑で夏の電気代が心配
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地域防災力とコミュニティ回復は
自主的防災訓練実施に協力する 羽根田 ひとみ 議員

問　
今
年
度
の
防
災
訓
練
は
睦

合
地
区
で
あ
る
が
、
他
住
民
自

治
協
議
会
や
町
内
会
が
自
主
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
復
の
た
め

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
補
助
・
支

援
が
あ
る
の
か
。

答　
町
長　
備
蓄
し
て
い
る
食

料
提
供
や
、
講
師
派
遣
な
ど
協

力
す
る
。

問　

防
災
士
・
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
者
の
状
況
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の

メ
ン
バ
ー
の
連
携
組
織
化
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
保
険
料
が
自

費
だ
。
負
担
し
て
は
ど
う
か
。

答　
町
長　
防
災
士
41
名
・
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７
名
。
今
後

人
材
確
保
に
努
め
る
と
同
時
に
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
体
制
構
築

に
つ
い
て
研
究
す
る
。
保
険
料

は
、
検
討
す
る
。

可
燃
ご
み
軽
減
シ
ス
テ
ム
見
直
し
を

　
　
見
直
し
を
進
め
る

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
で
、

ゴ
ミ
の
分
別
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
の
認
識
度
は
高
い
。
町
民

の
意
識
も
大
事
で
あ
る
が
、
そ

も
そ
も
回
収
の
シ
ス
テ
ム
を
見

直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
衛

生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
は

近
々
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
早
急

の
対
策
が
必
要
だ
。
本
町
の
可

燃
ご
み
回
収
は
週
３
回
。
他
市

町
村
は
週
２
回
の
回
収
が
一
般

的
で
あ
る
。
本
町
も
可
燃
ご
み

の
回
収
を
週
２
回
に
し
て
は
い

か
が
か
。
そ
の
分
再
生
で
き
る

雑
紙
・
古
布
回
収
を
加
え
、
ま

た
、
可
燃
ご
み
袋
５
ℓ
や
10
ℓ

が
あ
れ
ば
可
燃
ご
み
が
軽
減
さ

れ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
町
長　
可
燃
ご
み
の
45
％

が
紙
で
あ
る
。
回
収
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
を
進
め
る
。

これも 質 問これも 質 問
問
中
学
部
活
動
の
地
域
移
行
計
画
は

答
令
和
８
年
度
か
ら
環
境
が
整
っ
た
部
か
ら
実
施
す
る

問　
壊
さ
れ
る
３
か
所
の
公
衆
ト
イ
レ
。
そ
の
後
は

答　
新
し
く
作
る
予
定
は
な
い

問　
ド
ッ
グ
ラ
ン
実
証
実
験
結
果
は

答　
少
な
か
っ
た
。
町
で
の
運
営
は
し
な
い

西山城跡の今後の整備・維持管理は
「桑折西山城を守る会」と連携佐 藤 武 朗 議員

問　
「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
桑

折
大
会
」に
引
き
続
き
、
昨
年

の「
城
攻
め
ウ
ォ
ー
ク
Ｋ
Ｏ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
２
０
２
２
」が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
後
も
県
内
外
か
ら
多

く
の
見
学
者
が
お
越
し
に
な
り
、

本
丸
か
ら
の
眺
望
に
大
変
感
激

さ
れ
て
お
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
繋
が
る
本
町
の
一
つ
の
拠

点
で
も
あ
る
。
維
持
管
理
の
草

刈
り
に
関
し
て
は
、
専
属
の
草

刈
り
の
組
織
を
立
ち
上
げ
一
定

の
環
境
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
周
辺
整
備
に
つ
い

て
、
登
城
口
か
ら
の
登
っ
た
位

置
に
ト
イ
レ
を
併
設
し
た
建
物

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
所

見
は
。

答　
町
長　
草
刈
に
関
し
て
は
、

守
る
会
の
中
で
組
織
立
ち
上
げ

の
議
論
を
し
て
い
た
だ
く
か
、

新
た
な
団
体
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
町
と
し
て
も
補
助

は
出
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

登
城
口
か
ら
登
っ
た
私
有
地
の

活
用
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。

町
内
会
運
営
に
対
す
る
行
政
の
係
わ
り
は

　
　
行
政
連
絡
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

問　
町
内
会
の
運
営
は
町
内
会

独
自
で
の
運
営
が
な
さ
れ
て
お

り
、
行
政
が
運
営
に
関
わ
る
こ

と
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
後
の
地
域
等（
市
街

地
と
農
村
地
区
）状
況
に
合
わ

せ
た
町
内
会
の
運
営
、
行
政
連

絡
員
の
あ
り
方
も
含
め
検
討
し

て
い
く
べ
き
で
は
。
例
え
ば
、

以
前
は
町
か
ら
の
資
料
等
は
回

覧
等
で
の
運
用
も
あ
っ
た
が
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
も
含
め
地
域
住

民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
町
長　
就
労
形
態
の
変
化

や
高
齢
化
の
進
行
、
さ
ら
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
部
地
域
に

お
い
て
担
い
手
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
昨
年
購
入
し
た
丁

合
機
導
入
に
よ
り
行
政
連
絡
員

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
の
観
点
か
ら
広
報
こ
お
り
等

の
配
布
方
法
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

これも 質 問これも 質 問
問　
「
ピ
ー
チ
リ
バ
ー
ク
１
５
７
」の
周
辺
の
管
理
運
営
は

答　
「
桑
折
か
わ
ま
ち
協
議
会
」が
管
理
を
担
っ
て
い
る

問　
福
島
蚕
糸
跡
地
の
開
業
・
開
園
に
む
け
て
の
進
捗
状
況
は

答　
商
業
施
設
は
予
定
通
り
、
こ
ど
も
園
は
遅
れ
る

恒久的な景観維持を 心やさしいボランティア



一
般
質
問

一
般
質
問

議会だより ●議会だより● 1617

コンプライアンス条例制定
地方公務員法第32条で対処 齋 藤 松 夫 議員

計
画
見
直
し
を
知
っ
て
の
企
画
提
案
か

　
事
業
者
が
承
知
し
て
る
こ
と
は
な
い

問　

こ
の
た
び
見
直
し
し
た

「
桑
折
町
第
２
期
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」に
つ
い
て

の
議
会
へ
の
説
明(

５
月
11
日

議
会
全
員
協
議
会)

で
、「
計
画

の
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
認
定

こ
ど
も
園
の
開
設
認
可
を
得
る

こ
と
は
難
し
い
」と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
令
和
３
年

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募
に
お
け

る
事
業
者
選
定
で
、
認
定
こ
ど

も
園
事
業
者
を
選
ん
だ
こ
と
は
、

県
の
認
可
不
能
な
企
画
提
案
事

業
者
を
選
ん
だ
こ
と
に
な
る
の

で
な
い
か
。
そ
れ
と
も
事
業
者

は
、
こ
の
時
点
か
ら
町
計
画
が

見
直
し
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
て
応
募
し
た
の
か
。

答　
町
長　
計
画
の
中
間
見
直

し
は
、
昨
年
７
月
の「
子
ど
も

子
育
て
会
議
」で
決
定
さ
れ
た

の
で
、
令
和
３
年
の
企
画
提
案

時
点
で
、
事
業
者
が
承
知
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
本
町
は「
上
司
の
命
令
に

従
う
」こ
と
が
優
先
す
る
一
方

で
、「
法
令
・
条
例
・
規
則
・

規
程
に
基
づ
き
・
・
・
」の
部

分
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
と
、

多
く
の
自
治
体
で「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
条
例
」を
制
定
し
、

法
令
遵
守
に
務
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
う
し
た
事
例
に

学
び
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様

の
条
例
を
制
定
す
べ
き
こ
と
を

提
言
す
る
。
所
見
は
ど
う
か
。

ま
た
地
公
法
第
32
条
や
刑
訴
法

第
２
３
９
条
に
つ
い
て
の
職
員

研
修
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　
町
長　
地
公
法
第
32
条
で

法
令
遵
守
が
謳
わ
れ
て
お
り
、

同
条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

職
員
研
修
で
地
公
法
は
行
っ
て

い
る
が
、
刑
訴
法
は
研
修
に
含

ま
れ
て
い
な
い
。

これも 質 問これも 質 問
問　
非
核
平
和
の
町
宣
言
具
現
化
を

答　
平
和
学
習
派
遣
事
業
を
推
進

問　
廃
棄
物
処
理
費
負
担
の
根
拠
は

答　
顧
問
弁
護
士
の
指
導
受
け
判
断

小規模化による学校教育のあり方は
環境を整え学校生活を充実させる石 幡 政 子 議員

問　
少
子
化
が
進
む
中
、
睦
合

小
学
校
に
あ
っ
て
は
複
式
学
級

と
な
っ
た
学
年
が
あ
る
。
本
町

の
学
校
教
育
現
場
で
は
初
め
て

の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
子
ど
も
達

へ
の
充
実
し
た
学
校
生
活
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長　
少
子
高
齢
化
社

会
が
進
む
中
、
今
年
度
、
睦
合

小
学
校
に
お
い
て
、
本
町
で
初

め
て
２
学
年
・
３
学
年
の
複
式

学
級
を
編
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
学
習
面
に
お
い
て
は
、
県

教
育
委
員
会
配
置
の
非
常
勤
講

師
の
活
用
に
よ
り
学
年
別
の
き

め
細
か
な
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

生
活
面
で
は
上
級
生
が
下
級
生

の
面
倒
を
み
る
な
ど
関
わ
り
を

い
か
し
な
が
ら
学
校
生
活
を
充

実
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

今
後
の
小
・
中
学
校
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
教
育

委
員
会
事
務
局
と
各
学
校
長
で

調
査
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。

今
年
度
は
現
状
・
課
題
や
将
来

の
方
向
性
等
に
つ
い
て
、
情
報

の
収
集
と
整
理
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

女
性
の
意
思
決
定
過
程
へ
の
参
画
は

研
修
等
で
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
図
る

問　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
行
政
や
各
委
員
会
、

団
体
等
で
の
女
性
人
材
の
登
用

が
遅
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
行
政
委
員
会
等
に

お
け
る
女
性
人
材
の
育
成
と
参

画
に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
積
極
的

に
登
用
に
努
め
て
い
る
が
、
推

薦
団
体
の
役
員
が
男
性
に
偏
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
進
ん
で
い

な
い
現
状
に
あ
る
。
今
後
は
各

団
体
に
お
け
る
役
員
等
へ
女
性

登
用
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
研
修
や
交
流
を
通
し
て
意

思
決
定
過
程
へ
の
参
画
を
含
め
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
支
援
に

努
め
る
。

これも 質 問これも 質 問
問　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り
は

答　
停
滞
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図
る　

問　
町
施
設
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は

答　
イ
コ
ー
ゼ
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
導
入
を検

討
し
て
い
る　

地方公務員法
（法令及び上司の職務上の命令に従う義務）
第三十二条　職員は、その職務を遂行するに
当つて、法令、条例、地方公共団体の規則及
び地方公共団体の機関の定める規程に従い、
且つ、上司の職務上の命令に忠実に従わなけ
ればならない。

条例制定でコンプライアンス遵守を  
複式学級となった睦合小学校



一
般
質
問

一
般
質
問

議会だより ●議会だより● 1819

旧郡役所南側の未取得地は
取得に向け交渉中である 半 澤 　 高 議員

部
活
動
地
域
移
行
の
議
論
は

令
和
８
年
度
以
降
に
実
施
す
る
方
針

問　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
議
論
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
伺
う
。

答　
教
育
長　
行
政
・
地
域
団

体
・
学
校
・
保
護
者
代
表
等
で

構
成
す
る「
桑
折
町
部
活
動
地

域
移
行
関
係
者
協
議
会
」を
今

年
２
月
に
設
置
し
た
。
現
在
ま

で
に
、
ま
ず
は
休
日
か
ら
段
階

的
に
移
行
さ
せ
る
た
め
、
令
和

６
・
７
年
度
に
地
域
人
材
を

「
部
活
指
導
員
」と
し
て
配
置
す

る
と
と
も
に
、
令
和
８
年
度
以

降
、
条
件
・
環
境
が
整
っ
た
部

か
ら「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」と
し

て
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

問　
町
内
の
指
導
者
の
他
に
福

島
大
学
等
の
学
生
に
も
指
導
者

を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

答　
教
育
長　
技
術
面
や
生
徒

の
人
格
形
成
や
健
康
・
安
全
へ

の
配
慮
等
も
含
め
た
適
切
な
指

導
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
学
生

へ
の
依
頼
も
検
討
し
た
い
。

　
旧
郡
役
所
周
辺
の
開
発
・
整

備
に
つ
い
て
現
状
を
伺
う
。

問　

旧
郡
役
所
南
側
の
土
地

（
主
に
南
東
側
）を
取
得
し
た
が
、

来
訪
者
の
車
の
通
行
を
考
え
る

と
一
方
通
行
に
で
も
し
な
い
限

り
不
便
で
あ
る
。
今
後
、
来
訪

者
の
利
便
性
確
保
の
た
め
に
旧

郡
役
所
の
南
側
の
未
取
得
の
土

地
を
購
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
町
長　
旧
郡
役
所
南
側
未

取
得
地
に
つ
い
て
は「
桑
折
町

都
市
再
生
整
備
計
画（
第
２
期
）

策
定
委
員
会
」に
お
い
て
、
取

得
を
前
提
に
今
後
議
論
を
進
め

る
べ
き
と
の
意
見
を
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、

取
得
に
向
け
所
有
者
と
交
渉
を

進
め
て
い
る
。

問　
建
設
予
定
の
施
設
に
つ
い

て
協
議
の
進
捗
状
況
は
。

答　
町
長　
「
桑
折
町
都
市
再

生
整
備
計
画（
第
２
期
）策
定
委

員
会
」に
お
い
て
、
歴
史
と
文

化
を
尊
重
し
、
情
報
発
信
や
地

域
づ
く
り
機
能
を
併
せ
持
つ
拠

点
施
設
と
な
る
よ
う
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

これも 質 問これも 質 問
問　
町
役
場
に「
書
か
な
い
窓
口
」を
導
入
し
て
は

答　
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
考
慮
し
、
慎
重
に
検
討
す
る

種徳美術館収蔵品の保管と活用は
公共施設での展示を実施原 　 賢 志 議員

問　
種
徳
美
術
館
収
蔵
品
の
保

管
並
び
に
今
後
の
展
示
、
活
用

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
伺
う
。

答　
教
育
長　
保
存
上
最
も
重

要
な
遮
光
や
湿
度
管
理
が
可
能

な
旧
桑
島
分
庁
舎
へ
の
仮
保
管

や
、
県
立
美
術
館
へ
の
３
点
の

保
管
依
頼
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
展
示
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
公
共
施
設
で
の
展

示
を
実
施
し
て
い
く
。

住
民
自
治
協
議
会
の
実
績
と
今
後
は

各
地
区
の
実
情
や
特
色
を
尊
重
す
る

問　
現
在
、
各
地
区
に
あ
る
住

民
自
治
協
議
会
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
及
び
効
果
と
今
後
の
方
向

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　
町
長　
地
域
の
住
民
相
互

の
交
流
と
親
睦
を
図
り
、
共
通

の
利
益
の
増
進
、
生
活
環
境
の

保
持
改
善
を
目
的
と
し
て
、
平

成
21
年
度
に
設
立
以
来
、
各
地

域
に
お
い
て
、
自
主
防
災
活
動

や
地
域
の
環
境
整
備
活
動
を
行

う
な
ど
、
一
定
の
成
果
は
あ
っ

た
も
の
の
、
就
労
形
態
の
変
化

や
高
齢
化
の
進
行
、
さ
ら
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
の
影
響
に
よ
り
活
動
が
停
滞

し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
実
情

や
特
色
を
尊
重
し
、
停
滞
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
と

再
構
築
に
向
け
、
地
元
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
て
い
く
。

これも 質 問これも 質 問
問　
商
業
施
設
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
進
捗
状
況
は

答　
商
業
施
設
は
予
定
通
り
。
こ
ど
も
園
は
事
務
凍
結

来訪者の利便性を考えて…

解体予定の種徳美術館



６
月
定
例
会

議会だより ●20

総
務
文
教常

任
委
員
会

�

委
員
長
　
齋
藤
松
夫

３
／
１
、
３　
４
／
６
、
25

　
５
／
２
、
16
、
23

２
件
の
調
査
案
件
の
結
果
は

９
月
定
例
会
で
報
告

　
閉
会
中
５
回
の
委
員
会
を
開

催
、
調
査
事
項
の「
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」は
、
２
回
の
委
員
会
協
議
を

経
て「
見
直
し
第
２
期
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」の
調
査
を

中
心
に
す
す
め
る
こ
と
を
確
認
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
の
具
現
化
」に

つ
い
て
は
、「
桑
折
町
地
域
ま
る

ご
と
省
エ
ネ
計
画
」と「
桑
折
町

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推

進
計
画
」に
つ
い
て
調
査
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
調
査
結
果
報
告
は
９
月
定
例

会
で
行
う
。

　

継
続
審
査
と
し
て
い
た
陳
情

第
３
号「
庁
舎
内
に
お
け
る
職
員

へ
の
政
党
機
関
紙
の
勧
誘
・
配

達
・
集
金
を
自
粛
す
る
よ
う
求

め
る
陳
情
」の
審
査
は
、
５
月
23

日
、
総
務
課
長
に
陳
情
書
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
案
の

有
無
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
。

　
今
後
は
思
想
信
条
の
自
由
と

の
関
係
で
調
査
す
る
た
め
、
引

き
続
き
継
続
審
査
と
し
た
。

　
産
業
厚
生常

任
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
榮
三

３
／
３　
４
／
６

本
町
の
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
の

評
価
と
課
題
を
調
査

　
本
委
員
会
は
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取

組
に
つ
い
て
、
人
口
動
態
、
保

健
所
、
市
町
村
統
計
に
お
い
て
、

本
町（
1.38
）よ
り
合
計
特
殊
出
生

率
の
高
い
山
形
県
高
畠
町（
1.52
）

同
朝
日
町（
1.49
）の
取
組
に
つ
い

て
視
察
調
査
を
行
い
本
町
の
取

組
も
同
等
以
上
の
評
価
が
み
と

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
今
定
例
に

お
い
て
、
今
後
の
積
極
的
取
組

を
期
待
し
て
報
告
と
し
た
。

　
今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
地

域
産
業
の
維
持
、
発
展
の
た
め
、

地
元
企
業
の
人
員
確
保
と
物
価

上
昇
対
策
に
つ
い
て
、
町
商
工

会
や
担
当
課
等
と
の
協
議
を
行

い
、
実
情
を
把
握
し
改
善
策
を

検
討
し
調
査
取
り
ま
と
め
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
半
澤
　
高

３
／
１
、
23　
４
／
４
、
19
、
20

５
／
９
、
18　
６
／
５
、
８

一
般
質
問
新
方
式
を
模
索

６
月
定
例
会
で
試
行

　
「
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」調
査
を
継
続
中
。
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
、
視
聴
し
て
い
る

方
々
が
途
中
か
ら
で
も
わ
か
り

や
す
い
方
法
と
し
て「
項
目
ご

と
に
質
問
し
、
項
目
ご
と
に
答

弁
を
も
ら
う
」方
式
を
と
り
、

今
回
６
月
定
例
会
に
て
試
行
と

し
て
実
施
し
た
。

　
『
項
目
』の
捉
え
方
に
各
議
員

の
認
識
の
違
い
が
あ
り（
大
項

目
と
捉
え
る
の
か
そ
の
下
の
⑴
、

⑵
、
⑶
な
ど
の
小
項
目
と
捉
え

る
の
か
）会
議
規
則
の
改
正
の

際
に
議
論
が
あ
っ
た
が
、
議
員

に
よ
っ
て
選
択
す
る
方
式
に
よ

り
今
回
一
般
質
問
を
進
め
た
。

　

な
お
、
今
回
の
試
行
を
総

括
・
検
証
し
、
協
議
を
重
ね
て
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
一
般
質
問

に
し
て
い
き
た
い
。

委 
員 

会 

活 

動 

報 

告

１　
調
査
事
件

　

�　

ネ
ウ
ボ
ラ（
子
育
て
世
代

包
括
支
援
）に
つ
い
て

２　
調
査
目
的

　

�　
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
に
か

け
て
の
子
育
て
を
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
た
め

3　
調
査
の
経
過　
省
略

4　
調
査
結
果

　
平
成
25
年
か
ら
29
年
ま
で
の

人
口
動
態
、
保
健
所
・
市
町
村

別
統
計
に
お
い
て
、
本
町（
1.38
）

よ
り
合
計
特
殊
出
生
率
の
高
い

山
形
県
高
畠
町（
1.52
）及
び
山
形

県
朝
日
町（
1.49
）の
取
組
に
つ
い

て
視
察
調
査
を
行
っ
た
。

　
高
畠
町
の
取
組
の
特
長
と
し

て
、
妊
婦
の
全
数
に
支
援
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
細
や
か
な
支
援

を
実
施
し
、
参
加
者
・
相
談
数

が
増
加
し
た
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
朝
日
町
の

取
組
の
特
長
と
し
て
、
妊
婦
の

全
数
を
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
共
有
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

産
婦
に
対
す
る
助
産
師
と
の
同

行
訪
問
等
の
支
援
体
制
強
化
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
け
る
取
組
も
、
両

町
と
同
等
の
取
組
が
行
わ
れ
成

果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
評
価

す
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
先

進
事
例
等
を
参
考
に
す
る
と
と

も
に
子
育
て
し
て
い
る
親
同
士
、

妊
婦
同
士
が
情
報
交
換
で
き
る

機
会
等
を
設
け
て
い
け
る
よ
う

関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
と

令
和
４
年
４
月
よ
り
不
妊
治
療

に
つ
い
て
、
保
険
適
用
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
望
む
人
誰
も
が
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社

会
の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な

取
組
を
望
む
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会�

委
員
長
　
佐
藤
榮
三

 

調 

査 

報 

告

６
月
定
例
会
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政務活動費報告（令和４年４月１日から令和５年３月31日）
№ 議員氏名 交付額（円） 支　出　内　容 備　　　　　　考
1 羽根田　ひとみ 4,860 会議費、資料購入費 ○調査研究費

　議員が行う町の事務及び地方行財政に関する調
査研究に要する交通費、宿泊費等
○研修費
　団体等が開催する研修会、講演会等への議員の
参加に要する会費、交通費、宿泊費等
○会議費
　議員が行う町政に関する住民の要望、意見を聴
取するための各種会議に要する会場費、機材借上
費、交通費、資料印刷費等
○資料購入費
　議員が行う調査研究のために必要な図書・資料
等の購入に要する書籍購入代、新聞雑誌購読料等
○広報費
　議員が行う議会活動及び町政に関する政策等の
広報活動に要する広報誌・報告書等印刷費、送料、
交通費等
○事務費
　議員が行う調査研究に係る事務遂行に必要な事
務用品費、通信費、使用料、賃借料等

2 石 幡 政 子 0
3 岡 本 貴 士 60,000 広報費

4 鈴 木 隆 志 47,568 研修費、資料購入費、広報費、事務費
5 齋 藤 松 夫 60,000 資料購入費、事務費
6 欠 番
7 佐 藤 武 朗 18,350 調査研究費
8 佐 藤 榮 三 0

9 川 名 静 子 51,450 研修費、資料作成費、資料購入費、事務費
10 半 澤　　 高 49,630 研修費
11 原　　 賢 志 32,119 資料購入費、広報費

12 片 平 秀 雄 56,696 資料購入費、広報費、事務費

元町議 岩 﨑 久 男 0
元町議 斉 藤　　 謙 30,000 広報費

合　　　計 410,673

　
県
町
村

議
会
議
長

会
主
催
の

広
報
研
修

会
が
６
月
27
日
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
講
師
で
あ
る
一
般
社

団
法
人
自
治
体
広
報
広
聴
研
究

所
代
表
理
事
の
金
井
茂
樹
氏
よ

り「
伝
わ
る
議
会
報
の
企
画
と

編
集
」と
題
し
講
演
を
頂
い
た
。

　
読
も
う
と
頑
張
ら
な
い
と
読

め
な
い「
議
会
だ
よ
り
」で
は
読

む
の
を
諦
め
て
し
ま
う
。「
議

会
だ
よ
り
は
難
し
い
」の
イ

メ
ー
ジ
を
無
く
す
た
め
議
員
目

線
で
な
く
、
住
民
目
線
で
情
報

が
伝
わ
り
易
い
文
章
に
す
る
こ

と
に
心
が
け
企
画
編
集
す
る
こ

と
だ
。

　
講
演
に
続
き
、
桑
折
町
を
含

む
県
内
６
町
の「
議
会
だ
よ
り
」

ご
と
に
、
い
か
に
町
民
に
関
心

を
も
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
か
。

編
集
・
文
書
の
表
現
等
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
い
た
。
　
　

　
頂
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考

に
今
後
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
心
が
け
て
い
く
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

金井茂樹氏

議
会
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す

　
本
委
員
会
広
聴
関
係
の
事
業

と
し
て
、
令
和
５
年
度
の「
議

会
モ
ニ
タ
ー
」が
決
定
し
８
名

の
方
々
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。

再
任
の
方
に
加
え
若
い
層
の
方

た
ち
が
増
え
た
。
そ
の
目
に
議

会
は
ど
う
映
っ
て
い
た
の
か
、

ど
ん
な
意
見
が
出
て
く
る
の
か

今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止

か
ら
中
止
を
し
て
い
た「
議
会

報
告
・
意
見
交
換
会
」を「
議
会

モ
ニ
タ
ー
」会
議
の
後
に
行
い
、

５
年
度
の
予
算
、
新
規
事
業
の

報
告
に
続
き
意
見
交
換
会
に

移
っ
た
。
各
地
区
で
の
課
題
、

若
い
層
が
参
加
で
き
る
工
夫

等
々
多
く
の
ご
意
見
を
頂
い
た
。

改
善
点
や
ご
意
見
に
対
す
る
回

答
、
内
容
は
本
号
の
Ｐ
22
～
23

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会�

委
員
長

　川
名
静
子

町
村
議
会
広
報
研
修
会

・
令
和
５
年
６
月
27
日

・
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の

�

文
化
セ
ン
タ
ー

目
的

・�

議
会
広
報
紙
の
編
集
技
術
の

向
上
と
紙
面
内
容
の
更
な
る

充
実
に
資
す
る

新
人
議
員
研
修
会

・
令
和
５
年
７
月
10
日

・
杉
妻
会
館

目
的

・
令
和
５
年
度
新
人
議
員
研
修
会

第
18
回
伊
達
郡
議
会
議
員
大
会

・
令
和
５
年
７
月
21
日

・
イ
コ
ー
ゼ

・
議
員
全
員

目
的

・�

郡
内
町
議
会
の
議
員
が
一
堂
に

会
し
、
議
員
大
会
を
通
し
て

町
村
自
治
の
確
立
と
議
会
機

能
の
高
揚
を
図
り
、
活
発
な

議
会
活
動
の
推
進
に
資
す
る

議
会
議
員
の
派
遣

お知らせ
　次回定例会は
「議会議員改選」の
ため、９月定例会
（決算）は８月29
日からになります。
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令和５年度　第１回桑折町議会報告・意見交換会
日時　令和５年４月29日（土）午後７時～９時

　会場　イコーゼ　多目的スタジオ　　　　　

　「議会報告・意見交換会」時にアンケート等で頂いたご質問にお答えします。

郡役所裏の土地及びインター
チェンジ周辺の開発について

　今後どのように開発するのか。問
　これから検討していく。答

議会報告・意見交換会の開催日程
について

　子育て中の人も参加できるよう幼稚
園に行っている時間とか、夜の時間で
あれば託児所を考えるなど配慮してほ
しい。

　昨年は、町内４カ所で議会報告・意
見交換会開催したが、今回１カ所での
開催とした理由は。

問

問

　これから年代別・テーマ別も考え設
定していく。

　今回は農作業など忙しい時期だった
ので１カ所とした。秋は、各地区４カ
所で開催する予定としている。

答

答

認定こども園について
問　半年経っても事業者の説明会がない。

町外からの問い合わせは。
　説明会についてはご意見として承る。
町外からの問い合わせについて、改めて
調べた結果、ありませんでした。

答

伊達崎橋下河原及び伊達崎橋の
整備について

　今後どのように整備していくのか。

　ピーチリバーク157のトイレの利用時
期はいつからか。

問

問

　橋梁下の河川敷はピーチリバーク157
同様、国交省で整備していく。

　伊達崎配水機場トイレは６月から使用
可能です。桃の郷トイレは常に使用可。

答

答

蚕糸跡地アスベスト除去費用に
ついて

　町が半分負担すると聞いたが。
　弁護士を通して話し合いが行われた
と聞いている。

問
答

除雪ボランティアについて
　何名いるのか。状況はどうなのか。
今後どのようにするのか。
　現在110名が登録されています。
　今年度は融雪剤の散布などお願いし
ました。
　今後も増員していく予定とのことで
す。

問

答

議会（定例会）開催日程表の配付
について

　町の回覧日に合わせられないのか。
　６月定例会の日程表は、回覧日に間に
合うようにする。
　できるだけ、第１・３水曜日に合わせ
るようにする。
　合わせられないとき、新聞折込など検
討している。

問
答

半田山の自然再生エネルギーについて
　どの程度進んでいるのか。
　町から説明を受けていない。

問
答

議会報告・意見交換会、参加者に
ついて

陳情について
都市計画法34条について

　意見交換会の参加者は約40名、30～
40代が４名くらい、他は60～70代の高
齢者で、他の年齢層を集める必要がある。
　また、午後７時からの開催は遅すぎる
のでは。

　町内から出される陳情について、陳情
者が議会で意見を直接言える機会をつ
くって欲しい。 　進展状況は。

問

問

問

　特に若い世代の方の参加を促す周知方
法について検討していきます。
　開催時間についても今後検討していき
ます。

　陳情内容を精査してうえで、積極的に
参考人制度を利用することで、意見を聴
く機会を設けたいと考えております。

　４月22日に34条11号の説明会が行わ
れた。

答

答
答

議会報告・意見交換会の開催進行
について

　意見交換を主に時間を長めに取った方
が良いのではないか。
　前段の議会報告をもっと簡略化して欲
しい。
　多くの方の意見を聴くためにも、１人
１つか２つの質問としてはどうか。

問

　議会報告は行うこととなっているの
で、所要時間の配分を検討します。
　尚、意見を聴く方法についても併せて
検討していきます。

答

の
声

町
民

「
議
会
傍
聴
」か
ら

・�

１
〜
２
回
傍
聴
し
た
こ
と
が

あ
る                     

１
名

・�

３
回
以
上
傍
聴
し
た
こ
と
が

あ
る                     

１
名

「
傍
聴
し
て
気
づ
い
た
点
」

・�

答
弁
が
遅
く
て
色
々
な
職
員 

に
回
答
を
譲
っ
て
い
た
の
で
、

わ
か
ら
な
い
所
が
あ
っ
た
。

（
40
代
女
性
）

「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

・
毎
回
読
む               

４
名

・
目
に
し
た
時
に
読
む   

７
名

「
議
会
だ
よ
り
」を
読
ん
で

気
づ
い
た
点
・
要
望
な
ど

・�

本
当
に
住
み
た
い
町
を
目
指 

し
議
員
活
動
を
し
て
い
る
か
。

他
の
町
で
は
な
い
我
町
の
ポ 

リ
シ
ー
を
発
揮
し
住
み
よ
い 

町
に
、
今
で
き
る
こ
と
今
や 

る
こ
と
を
明
確
に
し
て
ほ
し

い
。           （
70
代
男
性
）

・�

自
分
に
関
係
す
る
内
容
に
は 

関
心
が
あ
り
読
む
が
、
そ
の 

他
は
あ
ま
り
読
ま
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
読
む
よ
う
に
し 

た
い
。        （
60
代
女
性
）

・�

今
ま
で
は
興
味
が
な
い
の
で
、

最
初
と
最
後
の
ペ
ー
ジ
し
か

見
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し

町
の
予
算
の
使
い
み
ち
や
事

業
内
容
な
ど
知
る
事
が
で
き

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
注
意

し
て
読
み
た
い
。（
60
代
女
性
）
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活　　動　　状　　況 対象者
議会定例会・臨時会
　３月１日～３月17日　令和５年第１回議会定例会　　 全 議 員
　４月19日　　　　　　令和５年第２回議会臨時会　 〃
議会報告・意見交換会　　
　４月29日　 全 議 員
議会全員協議会　　
　３月１日～３月17日　３月23日　４月６日　４月19日　４月27日　５月11日　５月26日 全 議 員
例月出納検査
　３月24日　４月25日　５月25日 監 査 委 員
伊達地方消防組合議会
　３月27日　伊達地方消防組合議会全員協議会 選 出 委 員
　　〃　　　令和５年度第１回伊達地方消防組合議会定例会 〃
　５月16日　伊達地方消防組合議会全員協議会 〃
　　〃　　　令和５年度第２回伊達地方消防組合議会臨時会 〃
公立藤田病院議会
　３月30日　公立藤田病院議会全員協議会 選 出 委 員
　　〃　　　令和５年度第１回公立藤田病院議会定例会 〃
伊達地方衛生処理組合議会
　３月28日　伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 選 出 委 員
　　〃　　　令和５年度第１回伊達地方衛生処理組合議会定例会 〃
福島県町村議会議長会
　５月８日　福島県町村議会議長会正副議長会議 議 長
　　〃　　　福島県町村議会議長会理事・監査合同会議 〃
　５月30日　福島県町村議会議長会定期総会 〃
　６月５日　福島県町村議会議長会正副議長会議 〃
　　〃　　　福島県町村議会議長会理事・監査合同会議 〃
　　〃　　　令和５年度福島県町村議会議長定期総会 〃
伊達郡町村議会議長会
　３月27日　伊達郡町村議会議長会議（合同会議） 正 副 議 長
　４月19日　伊達郡町村議会議長会議（合同会議） 〃
　５月29日　伊達郡町村議会議長会議（合同会議） 〃
その他行事
　３月６日　「こおりウインターフォトコンテスト2022」審査会・SDGs推進作品コンクール表彰式 議 長
　３月19日　令和４年度銀栗町内会総会 〃
　３月22日　山形県朝日町視察来庁 正 副 議 長　 外
　３月24日　桑折町交通安全対策協議会 議 長
　４月１日　令和４年度第４回議会モニター会議 議長・選出委員
　４月４日　福島県後期高齢者医療広域連合会事務局長来庁 議 長
　　〃　　　福島北警察署長・桑折分庁舎所長来庁 〃
　４月14日　桑折町消防団新旧役員歓送迎会 〃
　４月15日　桑折西山城まつり～城攻めウォークKOORI2022 〃
　４月16日　献上桃の郷元気ウォーク 〃
　４月17日　坂町観音春季祭礼 〃
　４月22日　桑折町農業振興活動拠点施設レガーレこおり５周年記念式典 正 副 議 長　 他
　　〃　　　令和５年度桑折町商工会青年部第57回通常部員総会 議 長
　４月24日　福島圏域議会議長連携推進協議会　令和５年度第１回会議 〃
　４月26日　議会OB会総会 〃
　４月29日　令和５年度第１回議会モニター会議 議長・選出委員
　５月10日　楽天イーグルス冠協賛試合「献上桃の郷　桑折デー」 正 副 議 長
　５月14日　半田山山開き 議 長 　 外
　５月17日　令和５年度桑折町老人クラブ連合会総会 議 長
　５月20日　令和５年度桑折町内小学校運動会 議 長 　 外
　５月21日　桑折町手をつなぐ親の会・桑折町共に生きる社会を創る会総会 議 長
　５月23日　令和５年度町村議会議長・副議長研修会 正 副 議 長
　５月24日　桑折町商工会第64回通常総会 議 長
　５月26日　株式会社ふるさとエール定期総会 〃
　５月31日　桑折町管工事組合第26回通常総会 〃
　６月９日　桑折町地域農業再生協議会総会 議長　産厚委長
　６月11日　第74回福島県消防協会伊達支部幹部大会 議 長
　　〃　　　中央消防署西分署・警察署・桑折町消防団合同懇親会 〃

　　　　　　　　　 議員活動状況報告 　　　　令和５年３月定例会報告以降

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

選
出
議
員
　
　
半
　
澤
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
隆
　
志

　
令
和
５
年
３
月
28
日
開
催
の
定
例
会
で
は
、
条

例
制
定
２
件
、
各
会
計
の
補
正
予
算
３
件
、
令
和

５
年
度
の
当
初
予
算
３
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
に
て
可
決
し
た
。

　
な
お
、
６
月
20
日「
ご
み
処
理
監
視
委
員
会
」で

令
和
４
年
度
の
ご
み
処
理
実
績
、
令
和
５
年
度
ご

み
処
理
計
画
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
及
び
環
境
放
射
能

測
定
結
果
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
ご
み

焼
却
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

ご
み
焼
却
施
設
更
新
説
明
受
け
る

　
令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
の
歳
出
は
、
西
分
署

庁
舎
改
築
工
事
費
５
億
６
，
８
０
９
万
７
千
円
、

南
分
署
移
転
新
築
工
事
設
計
等
業
務
委
託
料
６
，

８
０
３
万
円
、12
誘
導
心
電
図
伝
送
シ
ス
テ
ム（
救

急
車
５
台
分
）等
で
５
年
度
予
算
総
額
は
23
億
２
，

９
４
０
万
円
の
計
上
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形

成
を
図
る
た
め
の
法
律
等
に
よ
る
条
例
改
正
の
11

件
と
議
会
提
出
条
例
１
件
が
可
決
し
た
。

伊
達
地
方
消
防
組
合

選
出
議
員
　
　
川
　
名
　
静
　
子

　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
武
　
朗

西
分
署
庁
舎
来
春
完
成
予
定

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

選
出
議
員
　
　
片
　
平
　
秀
　
雄

　
２
月
21
日
令
和
５
年
２
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

補
正
予
算
、
当
初
予
算
、
条
例
制
定
３
件
及
び
条

例
改
正
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。

業
務
予
定
量

　
令
和
５
年
度
は
、
年
間
総
給
水
量
を
３
，
８
０

８
万
９
，
５
８
１
立
方
メ
ー
ト
ル（
前
年
比
36
万

７
，
９
６
９
立
方
メ
ー
ト
ル
減
）、
１
日
平
均
給

水
量
10
万
４
，
０
７
０
立
方
メ
ー
ト
ル（
前
年
比

１
，２
９
３
立
方
メ
ー
ト
ル
減
）と
見
込
ん
で
い
る
。

水
道
水
安
定
供
給
堅
持

　
条
例
改
正
、
条
例
制
定
、
令
和
４
年
度
補
正
予

算
、
令
和
５
年
度
予
算
、
監
査
委
員
の
選
任
が
提

出
さ
れ
全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認

し
た
。
令
和
４
年
度
は
、
整
形
外
科
に
膝
の
専
門

医
が
２
名
赴
任
し
た
こ
と
に
よ
る
手
術
件
数
の
増

加
等
に
よ
り
、
黒
字
決
算
と
な
る
見
込
み
。
令
和

５
年
度
は
、
新
た
に
内
科
医
師
２
名
、
整
形
外
科

医
師
１
名
、
初
期
研
修
医
６
名
勤
務
。

公
立
藤
田
病
院
組
合

選
出
議
員
　
　
齋
　
藤
　
松
　
夫

原
　
　
　
賢
　
志

佐
　
藤
　
榮
　
三

黒
字
決
算
の
見
込
み

一部事務組合への令和５年度負担金予算額と前年度対比表 
区　　分 内　訳 R5年度予算額 R4年度予算額 増減額 増減率

伊 達 地 方
衛 生 処 理 組 合

一般会計 6,759 7,014 ▲ 255 ▲ 3.6
し尿処理 30,050 29,403 647 2.2
ごみ処理 53,389 45,004 8,385 18.6

計 90,198 81,421 8,777 10.8

公 立 藤 田 病 院 組 合
特別交付税 28,290 28,485 ▲ 195 ▲ 0.7
一般会計 30,000 30,000 0 －

計 58,290 58,485 ▲ 195 ▲ 0.3
伊 達 地 方 消 防 組 合 一般会計 248,621 222,270 26,351 11.9

合　　　　計 397,109 362,176 34,933 9.6

単位：千円
小数第２位
四捨五入

一部事務組合議会報告

　行政の能率化、効率化を図るため、特典の事務を関係市町村で共同処理する
方式です。◆一部事務組合とは

詳しくは、こちらから



編　集　後　記
　梅雨明け間近の猛暑の日々。つい「暑い」と口
にしてしまう憂うつも、我が町には待ちに待っ
た季節、桃の収穫時期の到来です。
　桃といえば、春を告げる可憐なピンクの花は
女性のシンボルと言われ、花言葉は「気立ての良
さ」「天下無敵」だそうです。古来から女性パワー
は比類なき素質だったのでしょうか。原産地の
中国では、桃の実は不老長寿と邪気を祓う神聖
な力があると信じられてきました。「桃源郷」に
住む私達はその桃を存分に食して、猛暑の夏を
乗り切りたいですね。
　編集委員が替わりました。夏号・秋号から
原賢志議員、石幡政子議員が編集委員になり
ました。よろしくお願いします。
委 員 長　川　名　静　子　　委員　原　　　賢　志

副委員長　鈴　木　隆　志　　委員　石　幡　政　子 令和５年７月13日発行

http://www.town.koori.fukushima.jp

発　行　福島県伊達郡桑折町議会
責任者　片　　 平 　　秀 　　雄
編　集　議会広報広聴常任委員会
電　話　（ 0 2 4 ）5 8 2 ー 2 1 1 3
印　刷　株 式 会 社 日進堂印刷所

〜最盛期を迎えた桃の出荷〜
　－伊達果実選果場－

議会だより ●26

（50音順・敬称略）

川村滋道モニター

八木沼康弘モニター

伊藤和磨モニター 佐藤　篤モニター

佐藤未来モニター 宍戸　守モニター

丸山八重子モニター 山川多美子モニター

令和５年度
モニターさん
紹　　　　介

く事が出来るのか勉強させて頂きた
く応募致しました。子育て世代の代
表として、意見や質問をぶつけてい
きたいと思います。

す。議会モニターを通して少しずつ
理解を深め政治の知識を持った上で
選挙などに参加できたらと思い応募
しました。

て頂く事になり、私たちの暮らしに
直結する行政のチェック機能がどの
ように果たされているのか…を見る
機会を得て、学ばせて頂きたいと
思っています。

た。が、この機会に自分の目で見て
聞いて感じたことを今後の町議会運
営に役立てられるよう頑張りたいと
思います。一年間宜しくお願いしま
す。

民の要望と議員の働き、チェック機
能が働いているか、直に直言できる
役割があります。その役割を十分果
たしたいと思います。

を身近に感じられませんでしたが、
昨年議会モニターを通して町政に少
しですが関心を持ち、関われた経験
を今年度に繋げたいと思います。

うに反映されるのか。特に一般質問
での議員の質問と町長（行政）の答弁
に関心があり、議会傍聴を続けたい
と思い応募しました。

トにあたり、様々な視点が自分に必
要と考えました。さらに、一町民と
して議会全般を勉強して意見をまと
めたいと思います。

　町政に関心があり、
私たちの町がどのよ
うな議論で作られ、
どのように変えてい

　最近になって政治
に興味を持つように
なりました。右も左
もわからない状態で

　桑折生まれの桑折
育ちですが議会傍聴
はありません。今回、
議会モニターをさせ

　初めての議会モニ
ターということで、
これまで自分にとり
議会は遠い存在でし

　議会モニター５期
に応募し委嘱されま
した。議会モニター
は議会を傍聴し、町

　前年度に引き続き
議会モニターを引き
受けました。今まで
わが町桑折町のこと

　議会モニターは３
年目になります。町
議会で町政に町民の
意向や意見がどのよ

　今年65歳を迎え、
約40年の会社勤め
が終わります。これ
からの新しいスター
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